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人生
じんせい

は変化
へんか

します（変
か

わります）。 

 いつまでも同
おな

じではなく、変化
へんか

して成長
せいちょう

をすることが喜
よろこ

びになります。 

しかし、病気
びょうき

や老
お

いや死
し

などの苦
くる

しいことへの変化
へんか

もあります。 

人生
じんせい

の変化
へんか

の喜び
よろこ

を、さらに大きく
おお

するのも、変化
へんか

の苦しみ
くる

を少し
すこ

でも少なく
すく

するためにも、備え
そな

が大切
たいせつ

です。 

「備え
そな

あれば憂い
うれ

なし（いつも準備
じゅんび

していれば、どんなことが起きて
お

も心配
しんぱい

することはないという、ことわざ）」

と将来
しょうらい

のことを考えて
かんが

準備
じゅんび

する人
ひと

は、幸せ
しあわ

な人生
じんせい

を過ごせます
す

。 

しかし（ことわざ） 

・「泥棒
どろぼう

を捕えて
とら

から縄
なわ

をなう（泥棒
どろぼう

を捕まえて
つか

から慌てて
あわ

縄
なわ

を準備
じゅんび

しても、泥棒
どろぼう

は逃
に

げてしまうという意味
いみ

）」

人
ひと

、 

・「馬
うま

を盗まれて
ぬす

から馬
うま

小屋
ご や

に錠
じょう

をする」人
ひと

 

は、手遅れ
ておく

になってしまい、本人
ほんにん

も周り
まわ

の人
ひと

も幸せ
しあわ

な人生
じんせい

を送る
おく

ことが出来ません
でき

。 

人生
じんせい

の大切
たいせつ

な出
で

来
き

事
ごと

である 

～ 就職
しゅうしょく

や結婚
けっこん

～親
おや

としての子育て
こそだて

～誰
だれ

にも必ず
かなら

やって来る
く

老い
お

や死
し

～ 

に備える
そな

ことは本当
ほんとう

に大切
たいせつ

です。  

そして、イエス様
さま

の再臨
さいりん

と天国
てんごく

への霊的
れいてき

な備え
そな

はさらに大切
たいせつ

です。 

「ありは力
ちから

のない種類
しゅるい

だが、その食 糧
しょくりょう

を夏
なつ

のうちに備える
そな

。」（箴言
しんげん

30：25 口語
こうご

訳
やく

）。 



ありは、やがてやって来る
く

食
しょく

糧
りょう

が少なく
すく

なる冬
ふゆ

のために（将
しょう

来
らい

のために）賢
かしこ

く夏
なつ

のうちに備える
そな

のです。 

ありに将来
しょうらい

の備え
そな

をさせる神様
かみさま

は、私たち
わたし

人間
にんげん

には、なおさら知恵
ちえ

と知識
ちしき

を与えて
あた

下さり
くだ

、多く
おお

の助言者
じょげんしゃ

を

与えて
あた

下さり
くださ

、何より
なに

も聖書
せいしょ

の言葉
ことば

と神様
かみさま

への祈り
いの

による導き
みちび

を与えて
あた

下さって
くだ

います。 

イエス様
さま

は、世
よ

の終わり
お

のしるしと、再臨
さいりん

の希望
きぼう

を語られて
かた

から 

「あなたがたも用意
ようい

していなさい」（マタイ福音書
ふくいんしょ

24：44） 

と将来
しょうらい

に備えて
そな

賢
かしこ

く生きる
い

ようにと言われて
い

います。 

今週
こんしゅう

は、人生
じんせい

の変化
へんか

が私たち
わたし

の家庭
かてい

生活
せいかつ

に 影響
えいきょう

を与える
あた

ことと、人生
じんせい

の変化
へんか

に備える
そな

ことの大切さ
たいせつ

を

学びます
まな

。 

 

２．日曜日
にちようび

：準備
じゅんび

を怠る
おこた

 

聖書
せいしょ

を初めて
はじ

読んだ
よ

人
ひと

が「聖書
せいしょ

は本当
ほんとう

に信頼
しんらい

できるものだと思う
おも

。 なぜなら、人間
にんげん

の失敗
しっぱい

がごまかさずに、

はっきりと書
か

いてあるから」と言われました
い

。 

人生
じんせい

には「二人
ふたり

の教師
きょうし

（先生
せんせい

）がいる」といわれます。 

・良い
よ

ことを教えて
おし

くれて、言葉
ことば

も行い
おこな

も素晴らしく
すばら

、みならおうと模範
もはん

にしたくなる教師
きょうし

（先生
せんせい

）のような人
ひと

。 

・悪い
わる

言葉
ことば

と行い
おこな

を見せて
 み

、「あの人
ひと

のようにならないようにしよう」という失敗
しっぱい

の教訓
きょうくん

を与えて
あた

くれる「反面
はんめん

教師
きょうし

」

（悪い
わる

見本
みほん

）。 

聖書
せいしょ

には３種類
しゅるい

の人
ひと

が記されて
しる

いると思います
おも

。 

①困って
こま

から（失敗
しっぱい

してから）神様
かみさま

に祈り
いの

、悔い改める
く  あらた

人
ひと

。 

②困る
こま

前
まえ

に、失敗
しっぱい

しないように（困らない
こま

ために）神様
かみさま

に祈り
いの

祝
しゅく

福
ふく

を受ける
う

人
ひと

。 

③困って
こま

も（失敗
しっぱい

しても）悔い改めない
く  あらた

人
ひと

～神様
かみさま

に祈らない
いの

人
ひと

、滅びる
ほろ

人
ひと

です。 

 

聖書
せいしょ

には、人間
にんげん

の失敗
しっぱい

がこれでもかという程
ほど

書かれて
か

います。 

 

他
ほか

の人
ひと

の失敗
しっぱい

を自分
じぶん

のことのように思い
おも

教訓
きょうくん

として生きる
 い

人
ひと

は、聖書
せいしょ

を人生
じんせい

の大切
たいせつ

な助言者
じょげんしゃ

として

受け入れ
 う  い

祝福
しゅくふく

される人
ひと

です。 



イエスの弟子
で し

のペテロの失
しっ

敗
ぱい

を自分
じぶん

の失敗
しっぱい

のようだと思って
おも

 

「私
わたし

はもう一人
ひとり

のペテロだ～私
わたし

もペテロのように悔い改めて
く  あらた

、 

再び
ふたた

祈り
いの

、神様
かみさま

を信頼
しんらい

して再スタート
さい

しよう」 

と信仰
しんこう

生活
せいかつ

を歩む
あゆ

人
ひと

には、神様
かみさま

の祝福
しゅくふく

が与えられる
あた

のではないでしょうか。 

 

３．月曜日
げつようび

：結婚
けっこん

に備える
そな

 

結婚
けっこん

生活
せいかつ

は神
かみ

が制定
せいてい

された（決めた
き

）もので、「神
かみ

の愛
あい

が現わされる
あら

結婚
けっこん

生活
せいかつ

は“天国
てんごく

”のようになり、サタ

ンの誘惑
ゆうわく

に負
ま

ける結婚
けっこん

生活
せいかつ

は“墓場
はかば

”となる」と言われます
 い

。私たち
わたし

も、アダムとエバの最初
さいしょ

の結婚
けっこん

を導いて
みちび

下さった
くだ

神
かみ

に従う
したが

ことが今
いま

も祝福
しゅくふく

された結婚
けっこん

生活
せいかつ

を送る
おく

上
うえ

で大切
たいせつ

なことです。 

祝福
しゅくふく

される結婚
けっこん

の条件
じょうけん

は「男
おとこ

は父母
ふ ぼ

を離れ
はな

て女
おんな

と結ばれ
むす

、二人
ふたり

は一体
いったい

となる」（創世記
そうせいき

2：24 新
しん

共同
きょうどう

訳
やく

）

とあります。 

「父
ふ

母
ぼ

を離れ
ばな

」とは、精神的
せいしんてき

、経済的
けいざいてき

、信仰的
しんこうてき

に親
おや

から自立
じりつ

して“大人
おとな

”となることです。まだ大人
おとな

になってい

ない子供
こども

同士
どうし

の結婚
けっこん

は“おままごと”になってしまいます。 信仰的
しんこうてき

に自立
じりつ

するとは、言われなくて
 い

も自分
じぶん

一人
ひとり

でも

聖書
せいしょ

を読み
よ

、学び
まな

、祈り
いの

、献金
けんきん

し、教会
きょうかい

に出席
しゅっせき

すること（信仰
しんこう

の自炊
じすい

）です。 

（エフェソの手紙
て がみ

 5：21～新
しん

共同
きょうどう

訳
やく

）に祝福
しゅくふく

される結婚
けっこん

（夫婦
ふうふ

）とは 

「キリストに対する
たい

畏れ
おそ

をもって、互いに
たが

仕え合いな
つか  あ

さい。  

妻
つま

たちよ、主
しゅ

に仕える
つか

ように、自分
じぶん

の夫
おっと

に仕えなさい
つか

。 

夫
おっと

たちよ、キリストが教会
きょうかい

を愛し
あい

、教会
きょうかい

のため御自分
ごじぶん

をお与え
あた

になったように、妻
つま

を愛しなさい
あい

。 

（二人
ふたり

は一体
いったい

なので）・・・そのように夫
おっと

も自分
じぶん

の体
からだ

のように妻
つま

を愛さなくて
あい

はなりません。  

・・・妻
つま

は夫
おっと

を（神
かみ

を敬う
うやま

ように）敬いなさい
うやま

。」とあります。 

神様
かみさま

との関係
かんけい

が、人
ひと

との関係
かんけい

にも現れます
あらわ

。それは、結婚
けっこん

生活
せいかつ

に最も
もっと

現れる
あらわ

のではないでしょうか。 

問
とい

３に具体的
ぐたいてき

にあるように、 

・一生懸命
いっしょうけんめい

に働く
はたら

人
ひと

 

・怒りやすい
おこ

人
ひと

（感情
かんじょう

に流される
なが

人
ひと

）ではない人
ひと

 

・同じ
おな

信仰
しんこう

を持つ
も

人
ひと

（価値観
かちかん

の共通
きょうつう

している人
ひと

） 



・互い
たが

の家族
かぞく

の思い
おも

を理解
りかい

している人
ひと

 

・主
しゅ

に信頼
しんらい

し自分
じぶん

の分別
ふんべつ

には頼らない
たよ

人
ひと

（神様
かみさま

のみ心
こころ

第一
だいいち

にする人
ひと

）。 

私
わたし

は、 就職
しゅうしょく

する時
とき

は、安息
あんそく

日
にち

を毎週
まいしゅう

守れる
まも

仕事
しごと

を選びました
えら

。  

結婚
けっこん

する時
とき

は、まず同じ
おな

信仰
しんこう

を持つ
も

人
ひと

と思って
おも

結婚
けっこん

しました（ＳＤＡの４代目
 だいめ

の方
かた

でした）。 

神様
かみさま

に喜ばれる
よろこ

道
みち

を選び
えら

、その道
みち

に歩む
あゆ

時
とき

に神
かみ

は約束
やくそく

の祝福
しゅくふく

を与えて
あた

下さる
くだ

のではないでしょうか。 

「主
しゅ

御自身
ごじしん

が建てて
た

下さる
くだ

のでなければ／家
いえ

を建てる
た

人
ひと

の労苦
ろうく

はむなしい。」（詩編
しへん

127：1）とあります。 

「家
いえ

（ハウス）は大工
だいく

さんが木
き

などで建てる
た

が、家庭
かてい

（ホーム）は、神
かみ

の愛
あい

によって建てられる
た

」と言われる
い

よう

に神
かみ

に導かれ
みちび

、神
かみ

の愛
あい

を現す
あらわ

結婚
けっこん

生活
せいかつ

、家庭
かてい

生活
せいかつ

を目指したい
 めざ

ものです。 

 

４．火曜日
かようび

：子
こ

育て
そだ

に備える
そな

 

子供
こども

は夫婦
ふうふ

、家族
かぞく

にとって宝
たから

となり家族
かぞく

の祝福
しゅくふく

ともなれば、行動
こうどう

、言葉
ことば

、態度
たいど

に困惑
こんわく

することもありますが

神様
かみさま

から賜った
たまわ

子供
こども

を、神
かみ

様
さま

の愛
あい

と知恵
ち え

で育てて
そだ

いく大切
たいせつ

な責任
せきにん

が親
おや

にはあります。 

これは多く
おお

の親
おや

が祈る
いの

「親
おや

の祈り
いの

」です。 

まず、親
おや

自身
じしん

が 魂
たましい

の親
おや

である神
かみ

に育てられる
そだ

ことが大切
たいせつ

です。 

「神様
かみさま

、もっとよい私
わたし

にして下さい
くだ

。子供
こども

の言う
い

ことをよく聞いて
き

やり、心
こころ

の疑問
ぎもん

に親切
しんせつ

に答え
こた

、子供
こども

をよく理解
りかい

する私
わたし

にして下さい
くだ

。 

理由
りゆう

なく子供
こども

の心
こころ

を傷つける
きず

ことのないようにお助け
 たす

下さい
くだ

。 

また子供
こども

の失敗
しっぱい

を笑ったり
わら

せず、子供
こども

の小さい
ちい

間違い
まちが

には目
め

を閉
と

じて、良い
 よ

所
ところ

を見させて
 み

下さい
くだ

。 

良い
 よ

所
ところ

を心から
こころ

ほめてやり、伸ばして
 の

やることができますように。 

大人
おとな

の判断
はんだん

や習慣
しゅうかん

で子供
こども

をしばることのないように。 

子供
こども

が自分
じぶん

で判断
はんだん

し、自分
じぶん

で正しく
ただ

行動
こうどう

していけるように導く
みちび

知恵
ちえ

をお与え
 あた

ください。 

感情的
かんじょうてき

に叱る
しか

のではなく、正しく
ただ

注意
ちゅうい

してやれますように。 

道理
どうり

（物事
ものごと

の筋道
すじみち

）にかなった希
き

望
ぼう

はできるだけかなえてやり、彼ら
かれ

のためにならないことは、やめさせることが

できますように。 



どうぞ意地悪
いじわる

な気持ち
 きも

を取り去って
 と  さ

下さい
くだ

。不平
ふへい

を言わない
 い

よう助けて
たす

下さい
くだ

。 

親
おや

が間違った
まちが

時
とき

には、きちんとあやまる勇気
ゆうき

を与えて
あた

下さい
くだ

。 

いつも穏やか
おだ

な広い
ひろ

心
こころ

をお与え
 あた

下さい
くだ

。 

子供
こども

といっしょに成長
せいちょう

させて下さい
くだ

。 

子供
こども

が心から
こころ

私
わたし

を尊敬
そんけい

し慕う
した

ことができるよう、子供
こども

の愛
あい

と信頼
しんらい

にふさわしい者
もの

として下さい
くだ

。 

子供
こども

も私
わたし

も神様
かみさま

によって生かされ
い

愛されて
あい

いることを知り
し

、他
ほか

の人々
ひとびと

の祝福
しゅくふく

となることができますように。」 

 

５．水曜日
すいようび

：老年
ろうねん

に備える
そな

 

私
わたし

は18歳
さい

で聖書
せいしょ

に出会い
 であ

、20
はた

歳
ち

でバプテスマを受けました
 う

。 

バプテスマを受ける
う

までに何度
なんど

もこの聖句
せいく

を聞きました
 き

。 

「あなたの若い
わか

日
ひ

に、あなたの造り
つく

主
ぬし

を覚えよ
おぼ

。悪しき
あ

日
ひ

がきたり、年
とし

が寄って
よ

、『わたしにはなんの楽し
たの

みもな

い』と言う
い

ようにならない前
まえ

に、・・・」（伝道
でんどう

の書
しょ

12：1 口語
こうご

訳
やく

）。 

平均
へいきん

寿命
じゅみょう

が延びて
の

いる今
いま

は「人
じん

生
せい

百
ひゃく

年
ねん

時
じ

代
だい

」と言われます
い

。 

私
わたし

は現在
げんざい

62歳
さい

、あと3年
ねん

で牧師
ぼくし

の定年
ていねん

です。定年
ていねん

の65歳
さい

から男性
だんせい

の平均
へいきん

寿命
じゅみょう

の80歳
さい

まで15年
ねん

。 

百歳
ひゃくさい

とはいわずとも90歳
さい

では25年
ねん

。老後
ろうご

は長い
なが

のです。 

以前
いぜん

、男性
だんせい

は、定年後
ていねんご

やる事
こと

がなく家
いえ

でゴロゴロして「粗大
そだい

ごみ」といわれました。 

老人
ろうじん

ホームのチャプレン（施設
しせつ

の牧師
ぼくし

）をしていた時
とき

に、ある老年
ろうねん

の方
かた

が「何
なに

もすることがない。お迎え
 むか

がなか

なか来ない
こ

……。」と寂しそう
さび

な 表情
ひょうじょう

で言われた
 い

のを忘れる
わす

ことができません。 

 肉体的
にくたいてき

にある程度
ていど

元気
げんき

でも、精神的
せいしんてき

な目標
もくひょう

や生きがい
 い

がなければ、また霊的
れいてき

、信仰的
しんこうてき

に心
こころ

と 魂
たましい

の満たし
 み

と天国
てんごく

の希望
きぼう

がなければ老後
ろうご

は空しく
むな

（寂
さび

しく）なります。 

 病気
びょうき

や認知症
にんちしょう

、家族
かぞく

との交わ
まじ

りが不足
ふそく

すればなおのこと（少ない
す く

と）「わたしにはなんの楽しみ
たの

もない」というだ

けではなく、心
こころ

も体
からだ

もつらく苦しい
くる

老後
ろうご

となります。 

ガイドにあるように、 

①（一日
いちにち

でも）若い
わか

時
とき

に神
かみ

と出会い
 であ

、神
かみ

を個人的
こじんてき

に知り
し

、イエス様
さま

に重荷
おもに

を下ろし
お

（ずっと気
き

にしていることを

イエス様
さま

に渡
わた

し）、神
かみ

からの慰め
なぐさ

と励まし
はげ

と希望
きぼう

と力
ちから

をいただくことなしに穏やか
おだ

な（落
お

ち着
つ

く）老後
ろうご

は送れません
おく

。 



②良き
よ

心
こころ

と体
からだ

の健康
けんこう

維持
い じ

の習慣
しゅうかん

（ずっと毎日
まいにち

繰り返す
く  か え

）を持つ
も

。 心
こころ

も体
からだ

も老
ふ

け込
こ

まないで若々 しく
わかわか

いら

れます。 

③「神
かみ

のために、人
ひと

のために、そして自分
じぶん

のためにすべき使命
しめい

（神様
かみさま

から与え
あ た

られたこと）がある」と思
おも

う。（使命感
しめいかん

）

は大切
たいせつ

です。 

年
とし

を重ねて
かさ

も体
からだ

が動かなくて
うご

も、祈る
いの

ことはできます。 葉書
はがき

を書く
か

こともできます。 

「助けて
たす

下さって
くだ

ありがとう、優しく
やさ

されて嬉しい
うれ

」と感謝
かんしゃ

と喜び
よろこ

をかかわる人
ひと

に伝えて
つた

、周り
まわ

を感謝
かんしゃ

と喜び
よろこ

の

場所
ばしょ

にすることが出来ます
できます

。  

感謝
かんしゃ

が身
み

についた人
ひと

、笑顔
えがお

と喜び
よろこ

が周り
まわ

にあふれる人
ひと

となるために今
いま

から、 

「いつも喜んで
よろこ

いなさい。絶えず
たえ

祈りなさい
いの

。どんなことにも感謝
かんしゃ

しなさい。」 

（テサロニケ第一
だいいち

、5：16～18 新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

） 

との御
み

言
こと

葉
ば

を実践
じっせん

して（聖
せい

句
く

の通
とお

りに動
うご

いて）いきたいですね。 

 

６．木曜日
もくようび

：死
 し

に備える
そな

 

死
 し

を目前
もくぜん

にした方
かた

が入院
にゅういん

するホスピス病棟
びょうとう

の医師
いし

として多く
おお

の方
かた

の死
し

を看取られた
 みと

、柏木
かしわぎ

哲夫
てつお

医師
いし

は、「人
ひと

は生きて
 い

きたように死んで
し

いく。 

人
ひと

に感謝
かんしゃ

しつつ生きて
い

きた人
ひと

は、感謝
かんしゃ

しながら死んで
し

いきます。 

人
ひと

をいたわって生きて
い

きた人
ひと

は、残される
のこ

人
ひと

をいたわりながら死んで
し

いきます。 

周り
まわ

に依存
いぞん

して生きて
い

きた人
ひと

は、医者
いしゃ

や看護師
かんごし

、家族
かぞく

に依
い

存しながら
ぞん

死んで
し

いきます。 

その人
ひと

の生き
い

ざまが、死
し

にざまに反映
はんえい

するというのが患者
かんじゃ

さんから教えられた
おし

一番
いちばん

大きな
おお

ことでした。 

『良き
よ

死
し

を迎える
むか

ためには、良き
よ

生
せい

を生きなければ
いき

ならない』。 

これは私
わたし

自身
じしん

が学んだ
まな

最大
さいだい

のメッセージであるとともに、わたしの人生
じんせい

に対する
たい

チャレンジ（挑戦
ちょうせん

・問いかけ
とい

）

でもありました。」と言われます
い

。 

今
いま

、人生
じんせい

の締めくくり方
 し        かた

（終わる
 お

方法
ほうほう

）を考える
かんが

ために「終活
しゅうかつ

」という言葉
ことば

が聞かれます
き

。 

 神
かみ

を信じる
しん

者
もの

として、この世
よ

の人生
じんせい

の終わり方
お    かた

だけでなく、「死
し

を迎える
むか

準備
じゅんび

は、何
なに

もより再臨
さいりん

と天国
てんごく

の準備
じゅんび

であること」を覚えたい
おぼ

と思います
おも

。 



いつ死
し

を迎える
むか

かは分かりません
わ

。いつ死
し

を迎えて
むか

も良い
よ

ように、一日
いちにち

一日
いちにち

を大切
たいせつ

にしていきたいと思います
おも

。

死
し

の最大
さいだい

の備え
そな

は、ガイドにあるとおり「信仰
しんこう

によってあなたが主
しゅ

と確実
かくじつ

に（ハッキリと）結びつき
むす

、彼
かれ

（イエス）

の義
ぎ

によって一瞬
いっしゅん

一瞬
いっしゅん

覆われる
おお

以外
いがい

にない（イエス様
さま

の性質
せいしつ

に包まれる
つつ

）」（ローマ人への手紙
てがみ

3：22参照
さんしょう

）の

です。 

具体的
ぐたいてき

な終活
しゅうかつ

は『キリスト教
きょう

の終活
しゅうかつ

・エンディングノート』（いのちのことば社
しゃ

）など多く
おお

のものが出版
しゅっぱん

さ

れています。 

 

７．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

「悪い
わる

つきあいは、良い
 よ

習慣
しゅうかん

を台
だい

なしにする」（コリント第一、15：33
だいいち

 新共同
しんきょうどう

訳
やく

）。 

「人
ひと

は、自分
じぶん

の蒔いた
ま

ものを、また刈り取
 か と

ることになるのです。 

自分
じぶん

の肉
にく

に蒔く
ま

者
もの

は、肉
にく

から滅び
ほろ

を刈り取り
 か と

、霊
れい

に蒔く
ま

者
もの

は、霊
れい

から永遠
えいえん

の命
いのち

を刈り取ります
 か  と

。 

……飽きず
 あ

に励んで
はげ

いれば、時
とき

が来て
 き

、実
み

を刈り取る
 か  と

事
こと

になります。ですから、今
いま

、時
とき

のある間
あいだ

に、すべての人
ひと

に対して
たい

、特
とく

に信仰
しんこう

によって家族
かぞく

になった人々
ひとびと

に対して
たい

、善
ぜん

を行いましょう
おこな

」 

（ガラテヤ6：7～9新共同訳）
しんきょうどうやく

。 

私たち
わたし

が、今
いま

の時
とき

を、召された
め

（招かれた
まね

）その場所
ばしょ

で、「神
かみ

を愛し
あい

、自分
じぶん

を愛し
あい

、隣人
りんじん

を愛する
あい

生活
せいかつ

を～神
かみ

を

大切
たいせつ

にし、自分
じぶん

を大切
たいせつ

にし、隣人
りんじん

を大切
たいせつ

にする生活
せいかつ

」を、祈りつつ
いの

、励まし合いつつ
はげ     あ

、肉親
にくしん

の家族
かぞく

、教会
きょうかい

の家族
かぞく

の兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

と共
とも

に歩んで
あゆ

行きたい
い

と思います
おも

。 

 

８．話し合い
はな   あ

のテーマ 

 徳川
とくがわ

家康
いえやす

が天下
てんか

を取れた
と

のは、みじめに敗れた
やぶ

戦い
たたか

を絵
え

にして何度
なんど

も見て
み

教訓
きょうくん

として忘れず
わす

に同じ
おな

失敗
しっぱい

をし

ないようにしたからだと言われます
い

。あなたの忘れて
わす

はいけない教訓
きょうくん

は何
なん

ですか？ 

 あの人
ひと

のようになりたい～あの夫婦
ふうふ

、親子
おやこ

、家族
かぞく

、信者
しんじゃ

さんのようになりたいという目標
もくひょう

、模範
もはん

とする方
かた

から

祝福
しゅくふく

の秘訣
ひけつ

を聞いて
き

いますか？ 

 あなたが、結婚前
けっこんまえ

の人
ひと

に、子供
こども

を産む
う

前
まえ

の夫婦
ふうふ

に、老い
お

と死
し

を前
まえ

にした方
かた

に～伝えたい
つた

“助言
じょげん

・遺言
ゆいごん

？”は

ありますか？ それを伝えて
つた

いますか？ 


